『萬葉集』「七夕歌」ー「七夕詩」をふまえてー by 佐藤 光彩
は
じ
め
に
中
国
の
七
夕
伝
説
は
、
七
月
七
日
の
夜
、
牽
牛
と
織
女
が
逢
う
た
め
に
、
鵲
が
翼
を
並
べ
て
天
の
川
に
橋
を
架
け
、
そ
れ
を
織
女
が
車
で
渡
っ
て
牽
牛
の
も
と
へ
赴
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
説
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
七
夕
詩
」が
見
ら
れ
る
。
上
代
自
主
ゼ
ミ
で
私
は
、『
懐
風
藻
』
の
中
の
「
七
夕
詩
」
を
取
り
上
げ
た
。『
懐
風
藻
』
の
中
の
「
七
夕
詩
」
は
、
中
国
の
伝
説
に
倣
い
、
織
女
が
天
の
川
に
架
か
っ
た
鵲
の
橋
を
渡
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
私
は
、『
懐
風
藻
』
が
漢
詩
（
中
国
詩
）
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
事
を
再
認
識
し
た
。
と
こ
ろ
が
、『
萬
葉
集
』
の
「
七
夕
歌
」
で
は
、
天
の
川
を
渡
る
の
は
、
大
部
分
が
牽
牛
（
ひ
こ
ほ
し
）
で
、
織
女
（
た
な
は
た
つ
め
・
お
り
ひ
め
）
が
牽
牛
（
ひ
こ
ほ
し
）
の
も
と
に
赴
く
と
す
る
の
は
、「
七
夕
歌
」
一
四
二
首
余
り
の
う
ち
、
わ
ず
か
二
首
に
す
ぎ
な
い
。（
資
料
②
参
照
）こ
れ
は
、
当
時
の
婚
姻
形
態
が
妻
問
婚
で
あ
っ
た
と
言
う
風
習
に
あ
わ
せ
て
、
中
国
の
伝
説
を
日
本
風
に
改
変
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、『
萬
葉
集
』に
は
鵲
も
一
切
登
場
し
な
い
。
牽
牛
は
織
女
の
も
と
に
、
船
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
歩
い
て
、
天
の
川
を
渡
り
、
会
い
に
行
く
の
で
あ
る
。
『
萬
葉
集
』の「
七
夕
歌
」中
に
は
、
山
上
憶
良
や
柿
本
人
麻
呂
、
大
伴
家
持
な
ど
、
『
萬
葉
集
』
を
代
表
す
る
歌
人
の
作
も
多
く
見
ら
れ
る
。
憶
良
、
人
麻
呂
、
家
持
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
七
夕
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、『
萬
葉
集
』「
七
夕
歌
」
の
中
に
、「
七
夕
詩
」
の
模
倣
以
上
の
文
学
的
意
味
を
見
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
、「
七
夕
詩
」「
七
夕
歌
」
の
相
違
点
の
指
摘
を
す
る
に
留
め
ず
、『
万
葉
集
』の
中
で
の
、
意
義
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
漢
土
伝
来
の
七
夕
伝
説
と
日
本
古
来
の
織
女
津
女
信
仰
と
が
相
俟
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
『
萬
葉
集
』
に
到
る
の
か
。『
萬
葉
集
』
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
時
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
今
日
へ
伝
わ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
や
は
り
『
萬
葉
集
』
な
の
で
あ
る
。
七
夕
歌
の
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
る
『
萬
葉
集
』
の
中
に
見
え
る
七
夕
と
、
今
日
の
七
夕
を
つ
な
ぐ
も
の
を
見
出
し
た
い
。
『
萬
葉
集
』「
七
夕
歌
」
の
分
析
夏
の
夜
、
天
の
川
を
挟
む
二
つ
の
二
等
星
。
東
に
位
置
す
る
の
は
、
琴
座
の
ベ
ガ
（
お
り
ひ
め
）。
西
が
鷲
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
（
ひ
こ
ぼ
し
）。
そ
の
中
間
の
天
の
川
に
あ
る
の
は
、
白
鳥
座
の
５
つ
の
星
々
が
作
る
、
北
十
字
星
で
あ
る
。
七
夕
と
い
う
と
、
現
在
で
は
、
夏
の
は
じ
め
、
あ
る
い
は
、
梅
雨
の
季
節
で
あ
る
が
、
旧
暦
で
は
、
夜
空
に
星
が
美
し
い
秋
の
初
め
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、「
七
夕
歌
」は
秋
雑
歌
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
主
で
あ
る
。
秋
の
空
は
天
気
が
変
わ
り
や
す
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『
萬
葉
集
』「
七
夕
歌
」
☆
們「
七
夕
詩
」
を
ふ
ま
え
て
們
佐
藤
光
彩
ひ
か
り
い
、
し
か
し
、
秋
晴
れ
と
い
う
言
葉
も
あ
る
通
り
、
秋
の
初
め
に
は
低
気
圧
と
移
動
性
高
気
圧
が
交
互
に
訪
れ
る
。
秋
の
空
が
青
く
澄
ん
で
い
る
の
は
こ
の
移
動
性
高
気
圧
に
よ
っ
て
空
気
が
乾
燥
し
て
、
水
滴
が
無
い
上
、
塵
も
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
高
浜
虚
子
に
も
「
わ
れ
の
星
燃
え
て
を
る
な
り
星
月
夜
」
と
あ
る
よ
う
に
秋
の
初
め
の
澄
ん
だ
空
で
月
の
無
い
夜
は
こ
と
さ
ら
に
満
天
の
星
の
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
万
葉
の
時
代
に
は
天
の
川
は
今
よ
り
も
、
気
候
的
に
も
環
境
的
に
も
綺
麗
に
見
え
た
に
違
い
な
い
。
資
料
①
に
も
示
し
た
通
り
、『
萬
葉
集
』「
七
夕
歌
」
の
な
か
で
「
あ
ま
の
か
は
」
を
「
天
漢
」
と
書
く
も
の
は
、
首
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
あ
ま
の
が
は
」
と
読
34
み
下
す
語
彙
が
全
体
で
首
あ
る
の
で
、
約
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、「
あ
ま
の
が
42
70.8
は
＋
α
…
…
」
と
い
う
語
彙
を
含
め
て
、
＊
あ
ま
の
が
は
＊
関
係
の
首
で
見
て
も
、
56
半
数
を
有
に
超
え
る
数
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
以
外
の
和
歌
集
に
つ
い
て
も
「
国
歌
大
観
」
を
引
い
た
が
、「
あ
ま
の
が
は
」
を
「
天
漢
」
と
表
記
し
、
詠
ん
で
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
『
萬
葉
集
』
の
「
七
夕
歌
」
は
、
巻
八
以
降
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
に
先
立
つ
時
代
の
巻
に
も
見
ら
れ
な
い
。（
資
料
①
）七
夕
伝
説
そ
の
も
の
は
、
す
で
に
、
白
鳳
時
代
に
は
、
日
本
に
入
っ
て
来
て
は
い
た
が
、
そ
れ
が
、
宮
廷
な
い
し
、
そ
の
周
辺
に
広
ま
っ
た
の
は
、
奈
良
時
代
中
期
以
降
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
、『
萬
葉
集
』
以
外
に
、
示
し
て
い
る
資
料
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
、
七
月
七
日
の
宴
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
七
月
七
日
、
宮
中
で
は
、
白
鳳
時
代
か
ら
、
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
頃
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
、
天
皇
が
臨
席
し
た
宴
が
開
か
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』持
統
天
皇
五
年
、
お
よ
び
、
七
年
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
七
月
七
日
に
「
公
卿
に
宴
を
賜
ふ
」
と
あ
る
。
続
い
て
、『
続
日
本
紀
』
の
聖
武
天
皇
の
天
平
六
年
七
月
七
日
に
「
天
皇
、
相
撲
戯
を
見
観
た
ま
ふ
。
こ
の
夕
、
南
苑
に
徒
御
し
文
人
に
七
夕
の
詩
を
つ
く
ら
せ
し
む
」
と
あ
り
、
つ
い
で
、
孝
謙
天
皇
の
乞
巧
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
天
平
勝
宝
三
年
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
平
城
天
皇
の
大
同
二
年
「
神
泉
苑
に
御
し
、
相
撲
を
観
、
文
人
に
七
夕
詩
を
つ
く
ら
せ
し
む
」
と
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
記
事
が
、
翌
、
大
同
三
年
、
さ
ら
に
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
三
年
、
四
年
、
六
年
と
続
い
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
当
時
は
、「
昼
間
は
相
撲
を
観
戦
し
、
夕
方
か
ら
酒
宴
を
開
き
、
詩
を
詠
ん
だ
」
よ
う
で
あ
漢
詩
集
の
『
懐
風
藻
』
に
も
、
藤
原
不
比
等
の
七
夕
詩
が
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
七
月
七
日
の
夜
に
宴
の
席
で
、
七
夕
の
詩
作
を
す
る
と
い
う
の
は
、
持
統
朝
の
頃
に
は
慣
習
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
も
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
七
夕
の
宴
は
、
宮
中
の
節
会
と
し
て
は
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
、『
七
夕
祭
り
の
話
』の
中
で
折
口
信
夫
氏
が
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。そ
れ
は
、
淳
和
天
皇
の
天
長
元
年
（
８
２
４
）
の
七
月
七
日
、
平
城
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
後
、
そ
の
子
の
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
の
三
人
の
兄
弟
が
順
次
皇
位
を
つ
い
で
い
く
。
淳
和
天
皇
に
と
っ
て
、
平
城
天
皇
は
長
兄
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
、
七
月
七
日
は
、
国
の
忌
日
と
な
り
、
七
夕
の
詩
宴
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
相
撲
の
観
戦
だ
け
が
切
り
離
さ
れ
、
別
の
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
で
は
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
る
七
夕
説
話
の
元
と
な
る
も
の
は
ど
の
よ
う
っ
た
の
で
（
１
）
奠
が
（
２
）
る
。
（
３
）
る
。
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あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
』の
中
で
小
南
一
郎
氏
が
、
七
夕
に
関
連
す
る
儀
式
で
、
乞
巧
奠
と
い
う
も
の
の
発
展
の
仕
方
か
ら
の
考
察
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
引
用
す
る
。
延
喜
五
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
「
延
喜
式
」
は
、
五
節
会
や
、
そ
の
他
の
節
句
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
ら
れ
ま
た
、
大
蔵
省
の
中
の
、
織
部
司
の
行
事
と
し
て
、
七
月
七
日
に
「
織
女
祭
」
を
さ
だ
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
乞
巧
奠
は
朝
廷
全
体
の
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
省
庁
の
行
事
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
貴
族
の
家
の
年
中
行
事
と
し
て
も
続
い
て
い
こ
の
よ
う
に
し
て
広
ま
っ
た
七
夕
の
行
事
の
原
型
は
、
七
夕
の
説
話
自
体
が
ど
の
よ
う
な
内
容
に
取
ら
れ
、
ま
た
、
七
夕
の
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
い
か
に
し
て
定
着
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
上
で
、
帰
納
的
に
も
演
繹
的
に
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
十
八
の
４
１
６
３
番
歌
預
め
作
る
歌
一
首
妹
が
袖
我
れ
枕
か
む
川
の
瀬
に
霧
立
ち
わ
た
れ
さ
夜
更
け
ぬ
と
に
は
、
七
夕
で
は
な
い
日
に
、
七
夕
の
日
を
想
定
し
て
作
っ
た
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
七
夕
の
説
話
が
日
本
風
に
改
変
さ
れ
て
歌
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
広
く
流
布
し
て
い
た
裏
付
け
と
な
り
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
次
に
注
目
し
た
い
点
は
、
こ
の
時
点
で
、
す
で
に
日
本
の
七
夕
伝
説
は
中
国
の
そ
れ
と
は
形
式
を
異
に
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
中
国
詩
（
漢
詩
）
と
日
本
の
詩
歌
（『
懐
風
藻
』
の
「
七
夕
詩
」
と
『
萬
葉
集
』
（
４
）
る
。
（
５
）
く
。
の
「
七
夕
歌
」）
の
大
き
な
相
違
点
の
一
に
は
、「
鵲
（
か
さ
さ
ぎ
）」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
天
の
川
（
漢
河
）
を
渡
る
時
、
中
国
で
は
織
女
が
鵲
の
橋
を
渡
る
と
い
う
の
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
小
南
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
伝
説
に
お
い
て
は
、
必
ず
、
鵲
が
登
場
す
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
織
女
が
、
鵲
の
橋
を
わ
た
り
、
も
し
く
は
、
鵲
の
翼
に
の
り
、
牽
牛
の
も
と
へ
、
お
嫁
入
り
を
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
は
、
鵲
が
一
切
登
場
し
な
い
。『
萬
葉
集
』
中
で
は
、「
ひ
こ
ほ
し
」が
天
の
川
を
船
で
わ
た
り
、
あ
る
い
は
、
着
物
の
裾
を
濡
ら
し
て
、
歩
い
て
渡
り
、「
た
な
ば
た
つ
め
（
お
り
ひ
め
）」
の
も
と
に
行
く
。
少
数
で
は
あ
る
が
、
打
橋
を
渡
す
も
の
も
み
う
け
ら
れ
た
。（
資
料
②
）鵲
と
い
う
単
語
は
一
切
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
懐
風
藻
』
に
は
、
鵲
の
橋
が
詠
ま
れ
て
い
て
、『
萬
葉
集
』
と
顕
著
な
対
称
を
見
せ
て
い
る
。（
資
料
②
）
で
は
、『
萬
葉
集
』は
な
ぜ
、
鵲
が
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？
―
そ
れ
は
、
当
時
の
婚
姻
形
態
が
、
妻
問
婚
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
、
広
く
言
わ
れ
て
い
る
し
、
私
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
早
く
か
ら
、
嫁
取
婚
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
日
本
は
と
い
う
と
、
男
が
女
の
も
と
へ
通
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
背
景
以
上
に
、
私
が
言
及
し
た
い
の
が
、『
萬
葉
集
』で
の
婚
姻
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』巻
一
の
一
に
は
、
雄
略
天
皇
と
土
地
の
娘
子
の
結
婚
予
祝
歌
が
あ
り
、
ゆ
え
に
結
婚
は
、『
萬
葉
集
』の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
七
夕
歌
が
、
先
に
も
陳
べ
た
通
り
、
日
本
の
婚
姻
形
態
に
あ
わ
せ
て
、
中
国
の
そ
れ
と
は
ち
が
う
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
和
歌
の
中
に
読
ま
れ
た
「
牽
牛
」
や
「
織
女
」
の
性
質
ま
で
も
が
変
わ
っ
て
く
る
の
55― ―
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
の
七
夕
伝
説
の
織
女
（
し
ょ
く
じ
ょ
）
の
モ
デ
ル
の
根
底
に
は
西
王
母
信
仰
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
は
と
い
う
と
こ
れ
に
加
え
、
我
が
国
古
来
か
ら
の
、「
棚
機
津
信
仰
が
中
国
か
ら
伝
来
し
た
七
夕
伝
説
と
習
合
し
し
、
織
女
（
た
な
ば
た
つ
め
）
を
形
成
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
か
ら
七
夕
伝
説
や
行
事
が
伝
わ
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
急
速
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
の
は
、
日
本
に
「
以
前
か
ら
棚
機
津
女
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
」
た
め
で
あ
る
と
小
南
一
郎
は
言
う
。「
た
な
ば
た
つ
め
」
と
読
む
字
は
、「
棚
機
津
女
」
と
も
「
織
女
津
女
」「
織
女
」
と
も
書
く
。（
資
料
②
）
『
懐
風
藻
』
や
『
萬
葉
集
』
の
中
に
七
夕
歌
は
多
く
あ
る
が
、
詠
む
人
の
心
情
を
吐
露
し
た
よ
う
な
、
逢
い
た
い
と
い
う
、
情
熱
に
関
す
る
詩
が
多
く
読
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
は
あ
ま
り
、
見
受
け
ら
れ
な
い
気
が
す
る
。
詩
や
和
歌
な
ど
の
題
材
と
し
て
は
格
好
の
情
景
や
悲
恋
が
凝
縮
さ
れ
た
、
純
度
の
高
い
伝
説
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
内
情
を
吐
露
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
漢
文
や
、
漢
詩
の
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
学
識
あ
る
和
歌
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と
の
感
想
を
も
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
題
材
の
性
格
上
、
傍
観
者
の
立
場
か
ら
詠
ん
で
い
る
」（
渡
瀬
昌
忠
氏
「
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
論
下
―
七
夕
歌
群
論
―
」
よ
り
引
用
）
も
の
が
多
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
『
萬
葉
集
』の「
七
夕
歌
」に
、
こ
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
私
で
あ
る
が
、
今
回
、
七
夕
歌
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
、『
萬
葉
集
』
巻
十
「
秋
雑
歌
」
の
冒
頭
の
三
十
八
首
（
１
１
９
６
～
２
０
３
３
・
資
料
②
参
照
）
柿
本
人
麻
呂
歌
集
出
の
七
夕
歌
に
関
す
る
様
々
な
論
文
を
読
ん
で
、
そ
の
、
技
巧
の
巧
み
さ
に
、
感
動
を
覚
（
６
）
女
」
え
た
。
確
か
に
、
自
分
の
内
情
を
吐
露
す
る
よ
う
な
、
情
熱
的
な
歌
た
ち
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
客
観
的
、
叙
情
的
に
、
二
人
の
関
係
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
汲
み
取
れ
る
も
の
は
多
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
た
い
。
大
久
保
正
氏
「
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
位
相
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
和
歌
全
体
の
構
成
や
、
配
列
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
牽
牛
と
織
女
が
天
の
川
を
越
え
て
逢
う
前
の
抒
情
を
表
現
し
た
部
分
第
一
部
）・
七
夕
物
語
を
お
っ
た
形
式
の
物
語
説
明
的
部
分
（
第
二
部
）・
補
遺
（
第
三
部
）
か
ら
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
藤
博
氏
「
七
夕
の
世
界
」
は
、「
第
三
者
の
立
場
か
ら
当
事
者
の
立
場
へ
の
、
歌
の
反
復
」
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
が
参
考
と
し
た
本
の
中
で
、
一
番
新
し
く
（
平
成
年
発
表
）、
な
14
お
か
つ
、
諸
氏
の
論
も
踏
襲
し
て
い
る
論
文
と
し
て
、
渡
瀬
昌
忠
氏
「
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
論
下
―
七
夕
歌
群
論
―
」
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
中
で
氏
は
、
三
十
八
首
の
中
の
第
三
十
一
首
ま
で
を
以
下
の
よ
う
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
以
下
は
、
渡
瀬
昌
忠
氏
「
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
論
下
―
七
夕
歌
群
論
―
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
万
葉
集
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
引
用
部
【
前
半
五
群
十
八
首
七
夕
以
前
】
Ⅰ
牽
牛
星
が
月
人
壮
士
と
織
女
に
つ
い
て
問
答
す
る
。
番
号
巻
歌
番
号
詠
ん
で
い
る
人
①
⑩
１
９
９
６
牽
牛
②
⑩
１
９
９
７
月
人
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第
一
歌
群
①
②
二
首
は
牽
牛
星
と
月
人
壮
士
と
の
出
会
い
を
示
し
、
月
船
が
天
漢
を
渡
る
と
き
に
、
月
人
壮
士
が
望
見
し
た
織
女
星
の
悲
嘆
の
様
を
も
書
い
て
、
前
半
歌
群
の
導
入
部
と
す
る
。
Ⅱ
月
人
壮
士
、
牽
牛
の
使
者
と
な
る
。
③
⑩
１
９
９
８
牽
牛
④
⑩
１
９
９
９
月
人
⑤
⑩
２
０
０
０
牽
牛
⑥
⑩
２
０
０
１
月
人
Ⅲ
月
人
壮
士
、
織
女
の
様
を
報
告
す
る
⑦
⑩
２
０
０
２
牽
牛
⑧
⑩
２
０
０
３
月
人
⑨
⑩
２
０
０
４
月
人
⑩
⑩
２
０
０
５
牽
牛
星
と
こ
の
よ
う
に
対
英
し
た
月
人
壮
士
は
、
そ
の
牛
宿
を
去
り
、
次
の
女
宿
の
北
の
方
の
織
女
星
の
も
と
に
牽
牛
星
の
使
者
と
し
て
再
び
行
つ
つ
、
第
四
歌
群
を
牽
牛
星
と
歌
い
か
わ
す
。
Ⅳ
月
人
壮
士
、
再
び
、
牽
牛
の
使
者
と
な
る
⑪
⑩
２
０
０
６
月
人
⑫
⑩
２
０
０
７
牽
牛
⑬
⑩
２
０
０
８
牽
牛
⑭
⑩
２
０
０
９
月
人
月
人
壮
士
は
、
織
女
の
「
伝
へ
」
を
携
え
て
、
そ
れ
を
早
く
牽
牛
に
伝
え
る
べ
く
、
女
宿
を
去
っ
て
、
二
十
八
宿
を
め
ぐ
る
黄
道
沿
い
の
遠
い
旅
路
を
い
そ
ぐ
。、
月
人
壮
士
は
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。
一
人
牽
牛
星
が
、
天
漢
の
ほ
と
り
に
待
つ
。
そ
し
て
、
七
夕
以
前
最
後
の
歌
群
と
な
る
。
Ⅴ
牽
牛
星
、
待
ち
つ
つ
独
詠
す
る
⑮
⑩
２
０
１
０
牽
牛
⑯
⑩
２
０
１
１
牽
牛
⑰
⑩
２
０
１
２
牽
牛
⑱
⑩
２
０
１
３
牽
牛
⑮
⑯
の
二
首
が
使
者
の
帰
来
・
出
現
を
待
つ
の
に
対
し
て
、
後
半
の
⑰
は
、
牽
牛
が
織
女
と
、
⑰
「
逢
は
む
日
」
を
「
待
」
ち
、
七
夕
の
近
づ
い
た
⑱
「
時
」（
秋
七
月
）
の
到
来
を
歌
っ
て
、
七
夕
以
前
の
前
半
歌
群
十
八
首
は
終
わ
る
。
【
後
半
（
四
群
十
首
）
七
夕
当
日
の
夜
の
逢
瀬
と
翌
朝
の
別
離
】
Ⅵ
牽
牛
星
、
七
夕
当
夜
に
織
女
星
に
逢
い
に
い
く
が
、
ま
だ
逢
え
な
い
。
⑲
⑩
２
０
１
４
牽
牛
⑳
⑩
２
０
１
５
織
女
蔚
⑩
２
０
１
６
牽
牛
鰻
⑩
２
０
１
７
織
女
Ⅶ
牽
牛
星
、
深
夜
に
織
女
星
と
逢
う
姥
⑩
２
０
１
８
牽
牛
厩
⑩
２
０
１
９
織
女
浦
⑩
２
０
２
０
織
女
瓜
⑩
２
０
２
１
牽
牛
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Ⅷ
翌
朝
、
牽
牛
星
、
織
女
星
と
別
離
す
る
閏
⑩
２
０
２
２
牽
牛
噂
⑩
２
０
２
３
織
女
云
⑩
２
０
２
４
織
女
運
⑩
２
０
２
５
牽
牛
Ⅸ
結
び
歌
、
牽
牛
星
、
別
離
の
後
を
思
う
雲
⑩
２
０
２
６
牽
牛
後
半
歌
群
は
、
七
夕
到
来
を
客
観
的
に
叙
し
て
い
る
。
七
月
七
日
の
夜
か
ら
、
翌
朝
に
か
け
て
の
、
よ
く
し
ら
れ
た
牽
牛
と
織
女
の
逢
瀬
と
別
離
と
が
主
題
で
あ
る
。
以
上
ま
で
が
引
用
部
分
で
あ
る
。
歌
を
詠
む
人
の
個
人
的
な
思
い
を
詠
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
て
、
わ
ざ
わ
ざ
、
七
夕
伝
説
を
歌
に
し
て
詠
ん
で
い
る
背
景
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
祭
典
（
節
句
・
年
中
行
事
）
の
中
で
、
七
夕
伝
説
を
、
人
々
に
詠
み
き
か
せ
、
美
し
い
星
空
を
見
上
げ
、
思
い
を
馳
せ
る
た
め
、
ま
た
は
、
情
景
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
七
夕
伝
説
と
、
自
分
の
立
場
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
て
、
（
彦
星
と
織
姫
を
、
自
分
と
恋
人
に
か
さ
ね
て
）
詠
む
と
い
う
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
、
古
今
和
歌
集
以
降
の
和
歌
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
万
葉
の
時
代
に
お
い
て
は
、
物
語
の
展
開
す
る
順
を
追
う
こ
と
が
、
大
切
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
七
夕
伝
説
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
、
さ
り
げ
な
く
で
は
あ
る
が
い
か
に
、
自
分
で
は
な
く
、
彼
ら
（
牽
牛
と
織
女
）
の
気
持
ち
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
、
詠
み
人
の
力
量
で
あ
る
と
感
じ
る
。
人
麻
呂
の
和
歌
の
表
面
は
、
順
を
追
っ
た
七
夕
の
説
明
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
諸
氏
の
分
析
の
よ
う
に
、
一
首
一
首
を
整
理
し
て
、
改
め
て
全
体
を
見
て
い
く
と
、
し
っ
か
り
と
そ
こ
に
、
牽
牛
と
織
女
の
気
持
ち
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
の
「
七
夕
歌
」
が
し
っ
か
り
と
、
中
国
の
七
夕
伝
説
を
日
本
の
中
に
摂
取
し
た
形
を
、
歌
に
の
こ
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
風
七
夕
説
話
が
、
人
口
に
膾
炙
し
、
今
日
に
変
わ
ら
な
い
形
で
伝
わ
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
け
っ
し
て
『
懐
風
藻
』
で
は
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
古
今
和
歌
集
以
降
に
み
ら
れ
る
表
現
方
法
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
う
。
願
わ
く
は
、「
七
夕
」
と
う
い
う
万
葉
か
ら
伝
わ
る
珠
玉
の
物
語
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
変
わ
る
こ
と
な
く
伝
わ
り
、
よ
り
、
素
敵
な
作
品
の
根
底
に
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
と
思
う
。
注
（
１
）
巧
公
奠
現
在
に
七
夕
と
し
て
伝
わ
る
も
の
の
原
形
。
７
月
７
日
の
夜
に
、
笹
を
た
て
、
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
つ
る
す
。
古
代
に
お
い
て
は
、
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。
巧
公
奠
は
巧
み
で
あ
る
こ
と
を
乞
う
祭
典
で
、
女
性
だ
け
で
営
ま
れ
る
女
性
の
祭
典
。
庭
に
台
を
し
つ
ら
え
、
女
性
は
美
し
く
着
飾
り
る
。
酒
、
瓜
、
台
に
餅
な
ど
を
供
え
、
自
分
が
作
っ
た
手
仕
事
の
作
品
を
供
え
る
。
（
２
）
『
七
夕
祭
り
の
話
』
折
口
信
夫
氏
参
照
（
３
）
延
喜
五
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
延
喜
式
は
、
五
節
会
と
し
て
、
元
旦
（
１
月
１
日
）・
白
（
あ
お
う
ま
）（
１
月
７
日
）・
踏
歌
（
と
う
か
）（
１
月
日
・
日
）・
端
午
14
16
（
た
ん
ご
）（
５
月
５
日
）・
豊
明
（
と
よ
の
あ
か
り
）（
新
嘗
祭
の
翌
日
）
を
定
め
、
他
に
、
相
撲
（
す
ま
い
）（
７
月
日
・
日
）・
重
陽
（
ち
ょ
う
よ
う
）（
９
月
９
日
）
な
ど
の
28
29
節
句
を
加
え
て
い
る
（
４
）
冷
泉
家
（
藤
原
俊
成
・
定
家
）
で
は
、
現
在
も
な
お
、
年
中
行
事
と
し
て
、
乞
巧
奠
を
行
っ
て
い
る
。
和
歌
の
家
な
の
で
、
夜
空
に
祈
る
の
は
和
歌
の
上
達
で
あ
り
、
織
物
や
縫
い
物
な
ど
の
、
女
性
の
手
仕
事
の
品
を
供
え
る
の
で
は
な
く
、
星
を
祭
る
祭
壇
に
向
か
っ
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て
、
自
作
の
和
歌
を
朗
詠
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
５
）
棚
機
津
女
は
、
水
辺
で
機
を
織
り
、
神
の
訪
れ
を
ま
つ
少
女
。
神
の
衣
を
織
り
、
神
の
子
を
は
ら
み
、
神
の
妻
と
な
る
。
Cf
・『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
一
書
第
六
に
に
ぎ
の
み
こ
と
の
妻
に
な
る
、
木
花
開
耶
姫
を
「
か
の
先
立
つ
る
波
穂
の
上
に
、
八
尋
殿
を
起
て
て
、
手
玉
も
、
も
ゆ
ら
に
、
機
織
る
少
女
」
←
（
折
口
氏
の
指
摘
箇
所
の
例
。）
（
６
）
（『
萬
葉
集
』「
七
夕
歌
」の
中
に
登
場
す
る
鳥
は
鵲
で
は
な
く
、
鶴
や
鶏
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
悲
し
さ
を
表
現
す
る
泣
き
声
な
ど
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
自
体
が
橋
を
作
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。）
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
★
最
後
に
な
る
が
、「
お
り
ひ
め
」
と
「
ひ
こ
ぼ
し
」
と
い
う
人
工
衛
星
が
あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？
宇
宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
が
、
１
９
９
７
年
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
た
「
き
く
７
号
」
と
い
う
人
口
衛
星
こ
そ
が
、
「
お
り
ひ
め
」
と
「
ひ
こ
ぼ
し
」
な
の
で
あ
る
。「
き
く
７
号
」
は
７
月
７
日
と
い
う
記
念
す
べ
き
七
夕
の
夜
に
、
宇
宙
空
間
で
ま
る
で
妻
問
婚
を
髣
髴
と
さ
せ
る
よ
う
に
、
「
お
り
ひ
め
」
と
「
ひ
こ
ぼ
し
」
に
分
か
れ
、
そ
の
後
再
び
ひ
と
つ
に
な
る
。
素
敵
な
名
前
を
も
ら
っ
た
二
つ
の
衛
星
は
、
天
の
川
の
星
々
を
舞
台
に
飛
ん
だ
。
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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０
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０
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９
９
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
２
４
・
２
０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
７
４
・
２
０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
９
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０
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５
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歌
３
６
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七
夕
に
天
漢
を
仰
ぎ
観
て
阿
倍
継
麻
呂
３
６
５
６
各
々
も
所
思
を
陳
べ
て
読
み
人
知
ら
ず
２
６
５
７
・
３
６
５
８
作
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歌
三
首
巻
１
８
計
２
首
七
夕
歌
一
首
併
せ
て
短
歌
４
１
２
５
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歌
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２
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１
２
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９
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１
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２
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計
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八
首
４
３
０
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４
３
０
７
・
４
３
０
８
・
４
３
０
９
・
４
３
１
０
４
３
１
１
・
４
３
１
２
・
４
３
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３
資
料
②
【
語
彙vocabulary
の
分
析
】
注
↓
⑧
⑨
⑩
…
な
ど
、
○
抜
き
文
字
は
巻
の
番
号
旧
国
歌
大
観
番
号
釈
若
錫錫錫錫錫錫
◇
あ
ま
の
が
は
①
天
漢
（
あ
ま
の
が
は
）
と
書
く
例
⑧
１
５
１
８
・
⑧
１
５
２
２
・
⑨
１
７
６
５
・
⑨
１
７
６
４
・
⑩
１
９
９
６
・
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⑩
２
０
０
０
・
⑩
２
０
１
２
・
⑩
２
０
１
３
・
⑩
２
０
１
５
・
⑩
２
０
１
８
・
⑩
２
０
２
０
・
⑩
２
０
２
９
・
⑩
２
０
３
３
・
⑩
２
０
３
８
・
⑩
２
０
４
２
・
⑩
２
０
４
３
・
⑩
２
０
４
５
・
⑩
２
０
４
７
・
⑩
２
０
４
８
・
⑩
２
０
４
９
・
⑩
２
０
５
３
・
⑩
２
０
５
６
・
⑩
２
０
６
２
・
⑩
２
０
６
３
・
⑩
２
０
６
７
・
⑩
２
０
６
８
・
⑩
２
０
６
９
・
⑩
２
０
７
６
・
⑩
２
０
８
１
・
⑩
２
０
８
２
・
⑩
２
０
８
３
・
⑩
２
０
８
４
・
⑩
２
０
８
５
・
⑩
２
０
８
９
②
天
河
（
あ
ま
の
が
は
）
と
書
く
例
⑧
１
５
２
９
・
⑩
２
０
４
４
・
⑩
２
０
５
５
・
⑩
２
０
５
９
⑩
２
０
６
１
・
⑩
２
０
７
１
・
⑩
２
０
７
４
③
天
川
（
あ
ま
の
が
は
）
と
書
く
例
⑩
２
０
３
０
◇
あ
ま
の
が
は
＋
α
①
天
漢
原
（
あ
ま
の
か
は
ら
）
⑧
１
５
２
０
・
⑧
１
５
２
８
・
⑩
１
９
９
７
・
⑩
２
０
０
３
②
天
漢
道
（
あ
ま
の
か
は
じ
）
⑩
２
０
０
１
③
天
河
津
（
あ
ま
の
か
は
づ
）
⑩
２
０
１
９
・
⑩
２
０
７
０
④
天
津
（
あ
ま
つ
）
⑩
２
０
４
１
⑤
天
原
（
あ
ま
の
は
ら
）
⑩
２
０
５
１
・
⑩
２
０
６
８
⑦
天
瀬
（
あ
ま
の
か
は
せ
）
⑧
１
５
１
９
⑧
天
川
間
（
あ
ま
の
か
は
と
）
⑩
２
０
４
０
⑨
天
之
河
原
（
あ
ま
の
か
わ
は
ら
）
⑩
２
０
９
２
・
⑩
２
０
９
３
ｃｆ
、
安
川
原
⑩
２
０
３
３
天
原
＋
天
漢
⑩
２
０
６
８
月
累
（
つ
き
か
さ
ね
）
⑩
２
０
５
７
【
人
名
・
動
植
物
名
の
分
析
】
◇
ひ
こ
ほ
し
①
牽
牛
（
ひ
こ
ほ
し
）
⑧
１
５
２
０
・
⑧
１
５
２
７
・
⑧
１
５
４
４
・
⑩
２
０
４
０
・
⑩
２
０
４
４
・
⑩
２
０
４
７
・
⑩
２
０
７
５
・
⑩
２
０
７
６
・
⑩
２
０
８
６
②
孫
星
（
ひ
こ
ほ
し
）
⑧
１
５
２
０
・
⑧
１
５
２
７
・
⑧
１
５
４
４
・
⑩
２
０
４
０
・
⑩
２
０
４
７
・
⑩
２
０
７
５
・
⑩
２
０
７
６
・
⑩
２
０
８
６
・
③
彦
星
（
ひ
こ
ほ
し
）
⑨
１
６
８
６
・
⑩
２
０
０
６
・
⑩
２
０
２
７
・
⑩
２
０
９
１
④
男
星
（
ひ
こ
ほ
し
）
⑩
２
０
５
３
・
⑩
２
０
５
２
◇
た
な
ば
た
つ
め
・
お
り
ひ
め
①
織
女
（
た
な
ば
た
つ
め
）
⑩
２
０
２
７
・
⑩
２
０
４
０
・
⑩
２
０
４
１
②
織
女
（
た
な
ば
た
）
⑨
１
５
４
５
・
⑩
２
０
８
０
・
⑩
２
０
８
１
◇
ひ
こ
ほ
し
＋
た
な
ば
た
つ
め
①
牽
牛
・
織
女
⑧
１
５
２
０
②
孫
星
＋
織
女
⑩
２
０
２
９
◇
つ
き
ひ
と
お
と
こ
①
月
人
壮
②
月
人
壮
子
⑩
２
０
４
３
・
⑩
２
０
５
１
◇
を
ち
た
か
ひ
と
①
越
方
人
◇
わ
た
り
も
り
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渡
守
⑩
２
０
７
２
・
⑩
２
０
７
７
・
⑩
２
０
８
７
・
⑩
２
０
８
８
◇
あ
め
ひ
と
天
人
⑩
２
０
９
０
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